
令和6年1月22日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：習得率７割以上の児童が８割以上だった。

３：習得率７割以上の児童が７割以上だった。

２：習得率７割以上の児童が６割以上だった。

１：習得率７割以上の児童が６割未満だった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

4

3

・タブレットを活用した調べ学習や発表
　学習を積極的に実施した。また、写
　真や動画で記録し、学習中に効果的
　に活用できるようにした。

・低学年児童には、基本動作を身に付
　け端末使用に慣れさせるために、朝
　の健康観察での活用を取り入れた。

・理科では、巡回指導専門員の指導と
　理科支援員の支援を受け、理科実
　験の充実を図り、理科好きの児童の
　育成を目指した。

・異学年交流を通して他者を認め、思
　いやりの心を育む「なかよしタイム」
　を実施し、よりよい人間関係を築こう
　とする態度を育んだ。

・一校一取組では、各学級での短縄を
　用いた活動を行った。

・体育朝会で長縄集会を実施し各学
　級で長縄で連続して跳んだ回数を
　記録することで、協力して運動する
　意識を高めるとともに、体力向上を
　図った。
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１
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来
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コミュニケーション
能力、情報活用
力、
ともに生きる力等、
これからの社会の
変化にしなやかに
対応する子どもの
力と自信を身に付
けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

タブレットを使って学習
や家庭学習をすること
ができると回答した児
童の割合

７９％

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4

・中学校区で学習規律、生活スタンダ
　ードをテーマとし、学区内の各校で
　統一して指導を行った。
　今年度は「あいさつ」を主に指導を
　行った。

・道徳授業地区公開講座で、講師に
　よる「いのちの授業」を実施し、命の
　尊さや自他ともに大切にする心情
　を育てるよう努めた。

・学校生活調査結果とともに、日々、
　児童の心情に寄り添い、その気づき
　を日常的な報告・連絡・相談で共有
　し、必要な具多的支援を行った。

・各学級で学期に１回以上、いじめ未
　然防止に向けた授業を実施した。

・各学期に１回、いじめ調査アンケート
　を実施するとともに、ハイパーQUの
　活用により、SC、養護教諭、担任と
　連携して早期の状況把握と適切な
　対応を行い、いじめを解決する校内
　体制を整えた。

・民生委員、主任児童委員と毎月１回
　登校支援会議を開催し、情報共有を
　図るとともに、具体的な対応につい
　て協議した。今後も継続的に児童と
　保護者の支援を行っていく。

4

3

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

4

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4

3

・区の教育研究会主催の授業公開や
　都主催の模範教諭授業参観等への
　積極的な参加を促した。参加者によ
　る報告会を実施し、校内OJTとして
　得られた研修成果を共有することで
　教員全体の指導力向上に繋げられ
　るよう努めた。

・学習や行事にICT機器を積極的に活
　用し、効果的な指導を積み重ねた。

・定期的な校内支援委員会と毎週１回
　の生活指導夕会にて支援が必要な
　児童についての情報、支援の方針と
　具体的な対応等について共通理解
　を図った。

・校内研究OKJ「教えて考えさせる授
　業」を通して、学習事項の基礎基本
　の定着とともに、友達と対話し、考え
　が広まったり深まったりすることを感
　じられる授業となるよう、授業改善を
　進めた。

３：
80％
以上
90％
未満

２：
70％
以上
80％
未満

１：
70％
未満

３：
80％
以上
90％
未満

２：
70％
以上
60％
未満

１：
60％未
満

4

・素敵な展覧会だった。小一時間参観したが、一人一人の
　子どもたちがしっかりとそこに居る感じがした。
　（豊かな心の育成）

・「２，３分よろしいですか」と声をかけている児童学芸員も
　素晴らしかった。

・全教育活動における道徳教育の充実を見た思いがした。

・保護者アンケートにおいて「あいさつをしている」に対し、
　「どちらかといえばそう思わない」という回答も12.4％ある
　ので引き続きフォローをお願いしたい。

・道徳授業地区公開講座で体育館へお邪魔した。
　始まりと質問応答の後、きちんとあいさつをしてれた。
　噺を聴く姿勢やイメージしてお腹から笑えるというのは
　素晴らしいと思う。

・朝の登校時のあいさつは95％の児童がきちんとできている。

・登校支援会議においては、毎月、不登校児の情報共有を
　行い、適切なサポート体制を実施している。

・あいさつはよくできていると思う。

・入四ランの取組は素晴らしいと思「う。
　駅伝大会での入四小の飛躍につながったと思う。

・スポーツ庁発表の「全国体力、運動能力、運動習慣等調査
　結果」では、令和３，４年ともに前年を下回る項目が多くなっ
　ている。ただし、単なる数値の向上ではなく、「運動が好き」
　「運動習慣がある」児童を育てることが大切であると思う。
　一人一人の体力や特性を鑑み適正な指導をお願いしたい。

・朝ごはんを食べてこない児童の人数は減少したが、まだ
　数人見受けられる。家庭の問題だが、根気よく呼びかける
　ことが大切だと思う。

・各取組を引き続きお願いしたい。

・これまでコロナ禍で連携がとれなかった部分のあるかと思う。
　令和６年度に向け連携をより深めさせていただきたいと考え
　ている。

・地域教育連絡協議会での各主任教諭からのj話が、各取組
　がわかり、とてもよかった。
　学校の取組の充実を感じた。

３：
60％以
上
70％未
満

3

4

Ａ

Ｂ

・期末テスト達成率が７０％未満の児童に対しても、落ち
　こぼれにならないよう、継続したフォローをお願いいたし
　ます。

・補習を受ける児童の態度も意欲的で、頑張りたいという
　気合が感じられる。

・補習の強化を行い、少しずつ基本の定着が見られている
　と思う。

・大田区学習効果測定に基づき、
　児童の学習の定着状況を把握し、
　学習カルテを作成した。学習カル
　テに基づき学習カウンセリングを
　実施し、一人一人の学びを支援
　できるよう努めた。

・東京ベーシックドリル、算数ステップ
　学習（電子版）を活用し、基礎的・基
　本的な指導事項の確実な定着を図
　った。

・算数少人数担当を中心に、年６回の
　土曜補習教室と各学年の平日補修
　を隔週で実施し、基礎基本の定着を
　図った。

・学習補助員を活用し、個に応じた学
　習指導、学習支援を行い、一人一人
　の確かな学力の育成に努めた。

・ＡＬＴと新学習指導要領対応講師が
　連携し、計画的に外国語指導ができ
　るようにすることで、児童が外国語に
　意欲的に取り組めるよう努めた。

3

4

4

４：
80％
以上

４：
90％
以上

8

児童・生徒が安全・
安心に学校生活を
送るために、教員
の
指導力向上と良質
な教育環境をつくり
ます。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

「主体的・対話的で深い学び」を実現する
「教えて考えさせる授業」の実践に取り組
む。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

子ども一人ひとり
の
正義感や自己肯定
感、自己有用感な
ど
を高めるとともに、
自他の生命を尊重
する心を育成する
など、未来への希
望に満ちた豊かな
心をはぐくみます。

スポーツに親しむ
心
の育成や運動習慣
の定着による体力
の向上など、生涯
に
わたって健康増進
を
図る意識の向上を
め
ざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

学習・生活スタンダードに基づき、子どもた
ちがきまりを守って学校生活を送れるよう
にする。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

毎学期の期末テストの
達成率が70％以上の
児童の割合

８４．４％

3

4

4

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

3

挨拶をしていると回答し
た児童の割合

８７％

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

・「地域に開かれた学校」の高い評価
　を目指し、学校だよりやHPを活用し
　情報発信に努めた。HPは定期的に
　更新し、できる限りリアルタイムで
　学校行事や児童の様子を紹介する
　よう努めた。

・学校支援地域本部（ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄ
　いりし）の協力を得て、毎朝の挨拶
　運動やわくわくサマースクール、
　読み聞かせや土曜補習教室を行っ
　た。土曜補習教室では毎回、平均
　10名の地域サポーターが支援に
　加わり、地域と一体となって学力
　向上に取り組んだ。

・総合的な学習の時間を活用し、観音
　通り商店街の協力を得て、地域の
　創生に繋がる学習を実施した。

・毎朝の挨拶運動はｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄの協力もあり、長年継続
　できており、子どもたちにとっても、地域にとっても誇れる
　入四に地域力のあらわれだと思う。

・５年生の皆さんに落語を聴いていただいた。国語や総合的
　な学習の時間で調べたことを、実際にライブで噺を聴いて
　刺激を受けていたように思います。落語を好きになってくだ
　さった児童が寄席まで聴きにきてくださり、大変嬉しかった。

・ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄいりしとの強固な連携で、年間を通して延べ
　人数700人以上の地域ボランティアが学校を支え、子ども
　たちのために活動している。まさしく、地域と一体となって
　子どもたちを育てている模範の学校だと思う。

・ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄと連携していて、他校の見本になる連携だと
　思う。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

4

4

4

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

一
体
と
な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地域が
担う役割などを明
確
にし、地域に開か
れ
た教育の実現を目
指します。また、相
互の連携を深め、
子どもを育てる仕
組
みを作ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

保護者アンケートの「学
校は教育活動を適切に
伝えている」の項目で
「そう思う」と回答した割
合

５４．５％

校内研究やオンライン
授業研修等に取り組み
授業スキルの向上や授
業改善ができたと回答
した教員の割合

８６％

4

4

２：
40％
以上
50％
未満

児童・生徒一人ひ
とりの学ぶ意欲を
高め、確かな学力
を定着させます。

4

Ｃ

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

１：
60％
未満

Ａ

目標

Ｃ

令和５年度　大田区立入新井第四小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

4

目標に対する成果指標

教育目標　　　　○心ゆたかな子　○ともに学ぶ子　　○たくましく生きる子
目指す学校像
○ 児童にとって、安心して自分を表現でき、目標をもってがんばる過程が認められ、自己肯定感が育まれる学校　○ 保護者にとって、安心して通わせることができ、子供たちのために協力したいと思える学校　○ 地域にとって、親しみと誇りを感じる存在で、学校の活動を応援・支援したいと思える
学校　○ 教職員にとって、改善に向けた取組の成果や学校組織の一員としての貢献を実感できる学校
学校経営の方針
（１）知、徳、体のバランスのとれた生きる力を育成する。　（２）意欲あふれる学びの場や学びの機会をつくる。　（３）児童一人ひとりに寄り添う教育を推進する。

取組指標

4

学校関係者記入欄

8

運動や外遊びなど体を
動かすことが楽しいと感
じている児童の割合

８９％

・家庭と連携して「早寝・早起き・朝ご
　はん」月間の取組を行い、望ましい
　生活習慣づくりについて意識を高め
　た。

・低学年の「そら豆の皮むき」「トウモ
　ロコシの皮むき」等、体験活動を取
　り入れ、食育を推進した。

・持久走「入四ラン」を実施し、継続し
　て運動に取組ませることで、運動
　習慣の確立を推進した。

４：
80％以
上

Ｂ

・スマホやPC等のIT活用は現代社会において欠かせない
　ものになっている。反面、個人攻撃や情報流出、フェイク
　動画等の課題もある。タブレット教育においても技術的な
　教育と合わせ、正しいIT活用が行われるよう、ご指導お願
　いいたします。

・更なる向上を目指してほしい。

Ｂ

Ｃ

２：
60％
以上
70％
未満

１：
60％
未満

Ｄ

Ａ

Ｄ

8Ａ
４：
90％
以上

Ｃ

３：
70％
以上
80％
未満

２：
60％
以上
70％
未満

8

Ｂ

Ｄ

１：
60％
未満

４：
80％
以上

３：
70％
以上
80％
未満

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

東京ベーシックドリルを活用し、前学年学
習内容の習得率を向上させる。

4

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

３：
70％以
上
60％未
満

3

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

8

8

４：
60％
以上

３：
50％
以上
60％
未満

Ｂ

Ｃ

Ｄ

１：
40％
未満


